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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチン-プロテアソーム経路において重要な役割を果たします。ユビキチンは、ユビキチン化プロセスによって多くの細胞タンパク質と共有結合し、26Sプロテアソームによる分解の標的タンパク質となります。標的タンパク質とユビキチンの結合プロセスには、3つの要素が関与しています。ユビキチンはまず活性化要素E1とチオールエステル複合体を形成することで活性化されます。活性化されたユビキチンは次にユビキチンキャリアタンパク質E2に転移し、E2からユビキチンリガーゼE3へと運ばれ、最終的に標的タンパク質のリジン残基のイプシロンNH2へと輸送されます。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	ユビキチン抗体を使用した、Hela 溶解物、3T3 溶解物、ラット脳溶解物中のユビキチン (1B8) のウエスタンブロット分析。
	

	ユビキチン抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	ユビキチン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト胃癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

